
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
核
の
脅

威
が
か
つ
て
な
く
高
ま
る
中
、
核
兵
器
の
廃
絶
を

訴
え
続
け
た
、
被
爆
者
団
体
の
全
国
組
織
「
日
本

原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
日
本
被
団
協
）
」

に
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現
す
る

た
め
の
被
団
協
、
被
爆
者
の
長
年
の
努
力
に
よ

り
、
核
兵
器
の
使
用
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
っ
た

国
際
規
範
、
核
廃
絶
の
重
要
性
を
、
各
国
政
府
に

示
す
も
の
で
す
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
２
０
２
１
年
１
月
２
２

日
に
発
効
し
、
現
在
、
９
４
か
国
が
調
印
、
７
３

か
国
が
批
准
す
る
ま
で
に
参
加
国
が
広
が
り
続

石
破
首
相
に
対
し
て
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
参
加
を
求
め
た
と
す
る
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
、
政
権
与
党
の
中
で
、
積

極
的
な
動
き
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

核
兵
器
は
い
か
な
る
理
由
で
も
二

度
と
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
、
核
戦

争
は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な

い
、
核
兵
器
は
今
す
ぐ
に
廃
棄
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ
の
決
断
が

日
本
政
府
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ

い
て
の
本
市
の
見
解
は 

Ａ 

核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て

の
本
市
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
核
兵

器
の
使
用
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
壊
滅
的
な
人
道
上
の
結
末
を

懸
念
し
、
核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、

製
造
、
生
産
な
ど
を
包
括
的
に
法
的

禁
止
す
る
こ
と
で
、
核
兵
器
が
二
度

と
使
わ
れ
な
い
世
界
を
目
指
す
国

際
条
約
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る

考
え
は 

Ａ 

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
参
加
を
求
め
る
考
え
に
つ

い
て
は
、
現
状
で
は
、
本
市
単
独
で

対
応
す
る
予
定
は
な
く
、
今
後
、
例

え
ば
、
平
和
首
長
会
議
等
の
枠
組
み

を
活
用
す
る
な
ど
、
状
況
を
的
確
に

け
、
希
望
の
光
と
な
っ
て
い

ま
す
。
来
年
３
月
に
は
核
兵

器
禁
止
条
約
の
第
３
回
締
約

国
会
議
が
国
連
本
部
で
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
国
連
事
務
総

長
の
招
集
に
た
い
し
て
、
日

本
政
府
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

で
の
参
加
で
す
ら
拒
み
続
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
１
１
月
２
７
日
、
政

権
与
党
の
公
明
党
代
表
が
、

把
握
す
る
な
か
で
、
必
要
性
を
見
極

め
て
い
く
。 

 

根
本 

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞

が
決
ま
っ
た
日
本
被
団
協
の
愛
知

県
の
被
爆
者
団
体
「
愛
友
会
」
が
、

県
下
の
５
４
自
治
体
に
要
請
す
る

「
被
ば
く
者
行
脚
」
が
今
年
も
行
わ

れ
、
各
自
治
体
に
は
被
爆
者
の
方
が

直
接
要
請
に
訪
れ
ま
し
た
。
ま
も
な

く
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
開
か
れ
る
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
授
賞
式
に
代
表
団
の

１
人
と
し
て
出
席
す
る
愛
友
会
理

事
長
の
金
本
弘
さ
ん
は
、
生
後
９
か

月
で
広
島
市
の
爆
心
地
か
ら
２
．
５

キ
ロ
の
場
所
で
被
爆
。
防
火
水
槽
に

入
れ
ら
れ
て
命
を
取
り
留
め
た
と

い
う
経
験
を
語
り
、
言
葉
で
言
い
尽

く
せ
な
い
原
爆
の
被
害
を
伝
え
て

お
ら
れ
ま
す
。 

愛
知
県
を
含
め
、
県
内
５
５
自
治

体
の
う
ち
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
１

８
自
治
体
、「
非
核
」
が
つ
い
て
い

な
い
平
和
都
市
宣
言
２
６
自
治
体
、

合
わ
せ
て
４
４
自
治
体
で
す
。
５
５

自
治
体
か
ら
引
く
と
残
り
は
１
１

自
治
体
で
あ
り
、
非
核
あ
る
い
は
平

和
都
市
宣
言
を
行
わ
な
い
自
治
体

は
少
数
と
な
り
ま
し
た
。 

 

非
核
平
和
自
治
体
宣
言

を
行
う
考
え
は 

Ａ 

非
核
平
和
自
治
体
宣
言
に
つ

い
て
は
、
国
際
社
会
の
動
向
や
政

府
の
対
応
、
ま
た
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
た
市
民
意
識
の
高
ま
り
を
注

視
し
、
適
時
適
切
に
対
応
し
て
い

く
。 

根
本 

全
国
の
被
爆
者
は
平
均

年
齢
８
５
歳
を
超
え
ま
し
た
。
今

も
、
原
爆
に
よ
っ
て
心
と
体
、
く

ら
し
に
困
難
を
抱
え
な
が
ら
、
核

兵
器
廃
絶
へ
、
命
が
け
の
訴
え
を

続
け
て
い
ま
す
。
核
兵
器
禁
止
条

約
に
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る

日
本
が
参
加
す
る
こ
と
、
被
爆
者

と
と
も
に
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

て
、
日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
こ
と
を
世
界
が
求
め
て

い
る
今
こ
そ
、
豊
田
市
と
し
て
非

核
平
和
の
意
思
を
示
す
べ
き
で

す
。 

（
裏
に
続
く
） 

https://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/H290905A/197005/10/1//1/%8A%6A%95%BA%8A%ED%8B%D6%8E%7E/0#hit1
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平
和
首
長
会
議
は
「
原
爆
に
よ
る

悲
劇
は
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
世
界
の
都
市
が

国
境
を
越
え
て
連
帯
し
、
核
兵
器

の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
広
島

市
・
長
崎
市
が
中
心
と
な
り
、
１

９
８
２
年
に
設
立
し
た
機
構
」
で

す
。
主
に
被
爆
者
の
在
命
の
う
ち

に
核
兵
器
廃
絶
を
実
現
し
た
い
と

願
い
、
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
行

動
指
針
を
策
定
し
、
加
盟
都
市
や

そ
の
市
民
、N

G
O

等
と
連
携
し
な

が
ら
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
早

期
締
結
を
求
め
る
署
名
活
動
な

ど
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
様
々

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

来
年
２
０
２
５
年
の
被
爆
８
０
年

に
向
け
、
第
１
２
回
平
和
首
長
会

議
理
事
会
で
策
定
さ
れ
た
「
平
和

首
長
会
議
行
動
計
画
（
２
０
２
１

年-

２
０
２
５
年
）」
に
基
づ
き
、

平
和
首
長
会
議
に
加
盟
す
る
自
治

体
に
お
い
て
、
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。 

 

「
平
和
首
長
会
議
行
動 

計
画
」
に
基
づ
く
、
市
の 

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
来 

年
に
む
け
た
計
画
は 

Ａ 

「
平
和
首
長
会
議
行
動
計
画
」

に
基
づ
く
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の

取
組
と
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
の
実
績
と
し
て
、
８
月
３

日
か
ら
１
６
日
に
か
け
て
、
中
央

図
書
館
に
お
い
て
、「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ 

原
爆
と
人
間
」
と
題

す
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
８
月
６
日
、
９
日
、
１
５

日
は
、
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
市
庁
舎
で
黙
と

う
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
今
後
と

も
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
継
続
し
て

い
く
。 

根
本 

市
は
一
向
に
変
わ
り
ま

せ
ん
。
自
治
体
と
し
て
の
取
組
は
、

市
民
と
の
連
携
に
よ
っ
て
市
民
の

意
識
に
も
影
響
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
「
市
民
意
識

の
向
上
」
の
た
め
に
、
よ
り
積
極

的
な
啓
発
と
行
動
が
必
要
で
す
。 

 

広
島
市
へ
の
小
・
中
学
生

の
派
遣
お
よ
び
修
学
旅

行
の
実
施
の
考
え
は 

 

根
本 

み
よ
し
市
で
は
毎
年
、
中

学
生
の
派
遣
を
行
い
、
報
告
集
を

作
り
、
子
ど
も
た
ち
が
現
地
の
活

動
を
報
告
し
て
い
ま
す
。 

 

Ａ 

被
爆
８
０
年
を
迎
え
る
に
当

た
っ
て
、
広
島
市
へ
の
小
・
中
学

生
の
派
遣
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
引
き
続
き
、
各
学
校
に
お
い

て
平
和
教
育
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。 修

学
旅
行
の
旅
行
地
に
つ
い
て

は
、
愛
知
県
教
育
委
員
会
の
「
修

学
旅
行
の
実
施
基
準
」
に
よ
り
、

小
学
校
は
、「
郷
土
を
中
心
と
し

た
近
隣
府
県
の
範
囲
」、
中
学
校

は
「
中
部
、
近
畿
、
関
東
地
方
の

範
囲
」
と
定
め
ら
れ
お
り
、
各
学

校
が
基
準
の
範
囲
内
で
判
断
し 

て
決
め
て
い
ま
す
。 

 

根
本 

被
爆
の
実
相
を
現
地
で

感
じ
、
被
爆
者
の
体
験
を
直
接
伺
う

こ
と
は
、
次
の
世
代
に
戦
争
の
悲
惨

さ
、
核
兵
器
廃
絶
の
願
い
を
引
き
継

ぐ
大
切
な
取
り
組
み
と
考
え
ま
す
。 

中
学
生
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
取
組
と
し
て
も
ぜ
ひ
、
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

豊田市駅マック横広場集合 

スタンディング フリートーク 

寒さ対策をしてご参加を 

主催：さよなら原発豊田市民行動連絡会 

 

すやま初美 
参院選予定候補 

◆法律相談は弁護士が第 2 土曜日 

       午前 10 時～12 時で 

◆生活相談は随時、根本議員が応対。 

◆法律相談は要予約。お申し込みは 

◆日本共産党西三河地区委員会まで 

      ☎ 0564-23-2785 

◆生活相談は市委員会まで 

      ☎ 0565-34-4772 

 

市の答弁は、これまで通

りで変わらず残念です

が、引き続き、市民の皆

さんとの草の根の運動

に取り組んでいきます。 


